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卒
業
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　「
白
い
光
の
中
に
・・・・
は
る
か
な
空
の

果
て
ま
で
も
君
は
飛
び
立
つ
」こ
の
式
歌

を
歌
い
だ
す
と
私
の
胸
は
い
っ
ぱ
い
に
な

り
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。

　
答
辞
で
は
、文
化
祭
や
体
育
祭
で
の

経
験
が
色
濃
く
語
ら
れ
ま
す
。
先
生
、

友
人
、後
輩
と
の
心
の
交
流
、つ
な
が
り
、

い
さ
か
い
、助
け
合
い
、そ
し
て
励
ま
し
合

い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿
が
生
き
生

き
と
語
ら
れ
、聞
く
人
の
胸
に
響
き
、会

場
か
ら
す
す
り
泣
き
が
も
れ
て
き
ま
す
。

私
は
こ
の
瞬
間
に
、と
て
も
感
動
を
お
ぼ

え
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
、メ
ー
ル
な
ど
が
い
か
に
発
達

し
た
と
し
て
も
、間
違
い
な
く
こ
こ
に
は
、

心
の
通
い
合
い
が
存
在
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、子
ど
も
達
の
未
来
が
幸
せ
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
な
く
な
る
の
で
す
。
　
　

（
卯
目
）

「嫁威し肉付きの面」
　あわら市には蓮如上人にまつわる伝説がたくさんあります。その中でも有名な話が「嫁威し肉付きの面」で

す。内容はみなさんご存知でしょうから省略しますが、あわら市山十楽地区の「淨林寺」(現在廃寺)には次の

ような話があります。

　細呂木村誌の中に「山十楽の淨林寺は、蓮如上人の旧跡で、嫁威し伝説の後日

物語があります。あの与三次一家は浄林寺の檀家で、屋敷も寺の近くにあったし、

墓も残っている。寺宝には面代りの本尊(蓮如の持仏で嫁がもらったもの)と、二分

けの御名号(婆が蓮如からもらった真筆)がある。」と書かれています。

　地元で調べたところ、墓は存在していないそうで、蓮如上人よりいただいた宝物

は應観寺(坂井市春江町井向)に安置保存されていました。伝説「嫁威し肉付きの面」

は蓮如上人の功徳を語る話で説教話として語られたものが、仏教の伝播とともに

広まったのではないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（毛利） 應観寺にある本尊（前）と名号（後）

よ さ じ

議会がインターネットで視聴できます。 あわら市議会インターネット中継

　国指定史跡「吉崎御坊跡」の八重桜と高村光
雲作の「蓮如像」です。
　福井県の最北端、あわら市吉崎のシンボルと
して立っている「蓮如像」は、昭和９年に完成
したもので、高さ５メートル、台座７メートル
あり、高村光雲の最大作とされています。
　八重桜は、吉崎蓮如忌に合わせ、３５年前に
植樹されました。

　　市民の皆さまに日ごろの議会活動を広く知っていただくために、議会報告会を開催します。
　いずれの会場でもお気軽にご参加ください。お待ちしております。

議会報告会を12会場で開催します

4月23日（水）
19：30～21:00

伝統芸能館（湯のまち広場内）

中番コミュニティーセンター

河間区民館

北潟公民館

日
時

会
　
　
場

4月24日（木）
19：30～21:00

波松区民館

剱岳公民館

ふるまち ふれあい会館

細呂木公民館

4月25日（金）
19：30～21:00

次郎丸ふれあい会館

金津本陣ＩＫＯＳＳＡ（３階）

伊井公民館

浜坂区民館
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3月定例会 平成25年度一般会計補正予算

3億275万5千円を増額

■平成２５年度一般会計予算総額は１３５億３７５万５千円に
■えちぜん鉄道あわら湯のまち駅南側に芦原児童公園を整備
■老人福祉センター百寿苑を廃止し、老人憩いの家百寿苑を設置
■教育委員会委員の報酬を増額改定　■教育委員会委員　佐々木基之 氏の任命に同意
■人権擁護委員　藤井さち江 氏、宮﨑絹子 氏の推薦に同意

■平成２５年度一般会計予算総額は１３５億３７５万５千円に
■えちぜん鉄道あわら湯のまち駅南側に芦原児童公園を整備
■老人福祉センター百寿苑を廃止し、老人憩いの家百寿苑を設置
■教育委員会委員の報酬を増額改定　■教育委員会委員　佐々木基之 氏の任命に同意
■人権擁護委員　藤井さち江 氏、宮﨑絹子 氏の推薦に同意

漫画「ちはやふる」にも登場するレンゴー㈱の桜並木漫画「ちはやふる」にも登場するレンゴー㈱の桜並木
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第
69
回
議
会
定
例
会　

閉
会

お
も
な
会
議
の
み
掲
載

議
会
日
誌

3月定例会 平成26年度一般会計予算成立

歳入歳出 １43億4，０００万円に

　平成２６年３月定例会が２月２５日から３月２０日までの会期で開催されました。
　今定例会では、専決処分の報告に関する１議案を受理し、平成２５年度補正予算と平成２６年
度当初予算に関する１６議案、条例の新規制定または改正に関する８議案、新市建設計画の変更
に関する１議案、市道路線の認定に関する１議案、公の施設の指定管理者の指定に関する７議
案、人事に関する９議案の計４３議案が上程され、すべて原案のとおり可決しました。
　なお、今回は７名の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、請願１件を採択し、議員発議により意見書１件を可決しました。

会　計　名 予　算　額 前年度比較（％）

一 般 会 計

芦原温泉上水道財産区水道事業

合 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

産業団地整備事業

農業者労働災害共済

工 業 用 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

143億 4,000万円 16.9

30億 8,350万円 △3.2

2億 9,220万円 1.1

387万円 △30.7

509万円 0.4

水 道 事 業 15億 6,617万円 43.1

1,155万円 9.1

24億 6,785万円 8.3

1億    854万円 37.7

2億    594万円 14.0

220億 8,471万円 13.8

基金・積立金残高（市の貯金）
平成25年度末 見込

財政調整基金
地域振興基金
その他
※一般会計所管　　計
国民健康保険基金
農業者労働災害共済基金
※特別会計所管　　計
　合　　　計

市民１人当りの貯金　約18万6千円

市民１人当りの借金　約107万8千円

28億  　　円
13億  　　円
11億 3,320万円
52億 3,320万円
2億 4,018万円

3,440万円
 2億 7,458万円
55億    778万円

一般会計

公共下水道会計

水道事業会計

農業集落排水事業会計

　合　　　計

178億 2,858万円

117億 1,382万円

19億 5,084万円

4億 3,734万円

319億 3,058万円

地方債残高（市の借金）

＜地方債及び基金・積立金の状況＞

平成25年度末 見込

平成26.2.1  現在の人口  29,619人

特
　 

別
　 

会
　 

計
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防災訓練の様子

第27次日本中国友好親善少年使節団の交流の様子

観月の夕べ

フラワーサポーターによる植替えの様子小学生と高齢者の交流（新郷小学校）

プ
ー
ル
監
視
員

　
　
　

 

賃
金
の
減
額

プ
ー
ル
監
視
員

　
　
　

 

賃
金
の
減
額

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

委
員 

プ
ー
ル
監
視
員
の
応

募
が
な
く
、
や
む
な
く
保
護

者
や
先
生
が
監
視
を
し
て
い

る
。
外
部
に
委
託
す
る
方
法

も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

市
の
広
報
誌
で
募

集
し
て
い
る
が
、
応
募
者
が

な
い
小
学
校
が
あ
る
。
安
全

監
視
で
あ
る
た
め
制
限
が
あ

る
が
、
外
部
委
託
も
検
討
し

た
い
。

■
教
育
総
務
課

国
際
交
流
派
遣
事
業

　
　
　
　

  

に
つ
い
て

国
際
交
流
派
遣
事
業

　
　
　
　

  

に
つ
い
て

委
員 

金
津
中
学
校
が
ア
メ

リ
カ
の
ユ
ー
ジ
ン
市
、
芦
原

中
学
校
が
中
国
の
紹
興
市
へ

生
徒
を
派
遣
す
る
事
業
で
あ

る
が
、
中
国
を
訪
問
す
る
芦

原
中
学
生
の
希
望
者
が
少

な
く
、
定
員
割
れ
の
傾
向
で

給
食
セ
ン

タ
ー
人
員

配
置
に
つ

い
て

給
食
セ
ン

タ
ー
人
員

配
置
に
つ

い
て

委
員 

給
食

配
送
車
４
台

に
４
人
の
運

転
手
で
あ
る

が
、
余
裕
の

あ
る
人
員
配

置
を
行
う
べ

き
で
は
な
い

か
。

理
事
者 

新

年
度
か
ら
臨

時
職
員
で
対

応
し
た
い
。

■
教
育
総
務
課

観
月
の
夕
べ

  

補
助
金
５
３
０
万
円

観
月
の
夕
べ

  

補
助
金
５
３
０
万
円

小
学
校
の
２
学
期
制

  

試
行
導
入
に
つ
い
て

小
学
校
の
２
学
期
制

  

試
行
導
入
に
つ
い
て

委
員 

観
月
の
夕
べ
は
、
月

を
観
て
お
茶
を
楽
し
む
催
し

か
ら
、
花
火
を
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
所
管

課
の
問
題
も
含
め
、
あ
り
方

そ
の
も
の
を
再
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

文
化
協
議
会
の
会

員
は
、
お
茶
会
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、

観
月
の
夕
べ
は
文
化
が
中
心

と
考
え
て
い
る
。
花
火
と
の

共
演
を
今
後
、
更
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

委
員 

教
育
委
員
の
年
額
報

酬
を
、
委
員
長
は
23
万
円

か
ら
46
万
円
に
、
委
員
は
17

万
円
か
ら
34
万
円
に
改
定
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
う
し

て
こ
の
時
期
に
改
定
す
る
の

か
。

理
事
者 

今
ま
で
、
合
併
前

の
旧
町
時
代
の
報
酬
を
踏
襲

し
て
い
た
。
他
市
と
比
べ
て

低
い
の
で
、
今
回
改
定
し
た

い
。

委
員 

報
酬
は
他
市
と
の
比

較
で
決
め
る
も
の
で
は
な
い
。

報
酬
を
改
定
す
る
か
ら
に
は
、 　

教
育
制
度
の
変
更
は
保

護
者
に
と
っ
て
大
き
な
関
心

事
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
の
２
学
期
制
導
入
に
つ

い
て
、
市
民
や
保
護
者
や
議

会
に
対
し
て
説
明
が
な
か
っ

た
。
ま
ず
、
４
年
前
か
ら
試

行
し
て
い
る
中
学
校
の
検
証

を
先
に
す
べ
き
で
あ
り
、
あ

ま
り
に
も
拙
速
に
決
定
し
た

こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　

更
に
、
２
学
期
制
導
入

に
関
し
、
教
育
委
員
会
で
ほ

と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、

教
育
長
の
報
告
を
追
認
し
て

い
る
だ
け
で
は
、
教
育
委
員

会
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し

て
い
る
と
は
言
え
ず
、
反
省

を
求
め
る
。

教
育
委
員
会 

議
会
や
保
護

者
に
対
し
報
告
が
遅
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
深
く
お
詫
び
す

る
。

　

現
在
は
、
学
習
指
導
要

領
が
改
定
さ
れ
、
ゆ
と
り
が

無
い
状
態
で
授
業
を
消
化
し

て
い
る
。
少
し
で
も
早
く
、

授
業
時
間
数
を
確
保
し
た
い

と
考
え
た
。
試
行
し
な
が
ら

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
少
な
く
し
た
い
。

総
合
的
な
学
習
や
地
域
と

連
携
し
た
教
育
を
行
い
、
た

く
ま
し
い
子
ど
も
達
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

■
文
化
学
習
課 

男
女
共
同
参
画
社
会

　

推
進
事
業
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
社
会

　

推
進
事
業
に
つ
い
て

委
員 

事
業
の
具
体
的
な
成

果
が
み
え
な
い
。
10
年
間
の

総
括
を
行
い
、
事
業
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
は
時
間
が
か
か

り
、
事
業
は
地
道
に
継
続
す

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
事

業
内
容
に
つ
い
て
は
再
検
討

し
、
実
効
性
が
あ
る
よ
う
に

花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

２
１
０
万
円

花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

２
１
０
万
円

委
員 

フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
ト

協
議
会
に
管
理
を
任
せ
る
よ

う
だ
が
、
地
域
に
任
せ
た
方

が
長
続
き
す
る
の
で
は
な
い

か
。

理
事
者 

花
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
難
し
い
面
が
あ
る
の
で
、

両
市
街
地
の
一
定
の
エ
リ
ア

を
、
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
ト
協

議
会
に
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
エ

リ
ア
が
で
き
れ
ば
、
自
然
に

市
内
全
体
に
波
及
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

地
域
防
災
に
つ
い
て

地
域
防
災
に
つ
い
て

委
員 

現
在
、
自
主
防
災
組

織
の
設
立
に
力
を
注
い
で
い

る
が
、
大
事
な
こ
と
は
災
害

時
に
組
織
が
機
能
す
る
か
ど

う
か
で
あ
る
。
災
害
へ
の
対

応
、
防
災
訓
練
等
に
つ
い
て

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
支
援

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

地
区
で
行
う
防
災

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の

ま
ち
づ
く
り
事
業

３
億
５
千
５
２
５
万
円

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の

ま
ち
づ
く
り
事
業

３
億
５
千
５
２
５
万
円

委
員 

今
回
の
多
額
の
投
資

は
温
泉
街
の
活
性
化
が
目

的
で
あ
る
。
事
業
を
活
か
す

た
め
に
は
、
恩
恵
を
受
け
る

事
業
者
や
市
民
の
意
識
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

行
政
は
意
識
改
革
を
促

す
よ
う
、
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

■
政
策
課

平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

事
業
補
助
金

１
千
８
０
０
万
円

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

事
業
補
助
金

１
千
８
０
０
万
円

委
員 

集
落
の
財
政
事
情
は

様
々
で
あ
る
。
補
助
の
優
遇

措
置
を
28
年
度
ま
で
と
せ
ず
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
が
続
く
か
ぎ

り
補
助
率
１
／
２
を
継
続
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

設
置
を
促
進
す
る
た
め
、
28

年
度
を
も
っ
て
補
助
率
を
１

／
２
か
ら
通
常
の
１
／
３
補

助
に
戻
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
再
度
検
討
し

た
い
。

■
総
務
課

平
成
26
年
度

一
般
会
計
予
算

し
た
い
。

訓
練
に
は
、
行
政
が
出
向

き
実
行
性
が
あ
る
訓
練
に
な

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
自
主
防
災
組

織
が
設
立
さ
れ
た
区
に
対
し
、

充
実
し
た
体
制
を
と
っ
て
も

ら
う
よ
う
指
導
を
考
え
た
い
。

委
員 

拠
点
避
難
所
を
設
置

し
た
場
合
、
支
援
物
資
置

き
場
や
高
齢
者
の
居
室
な
ど
、

具
体
的
な
配
置
図
を
準
備

し
て
お
く
と
避
難
所
開
設
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
関
し
て
も
車
両
の
通

路
を
あ
ら
か
じ
め
確
保
し
て

お
か
な
い
と
混
乱
す
る
た
め
、

具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
拠

点
避
難
所
ご
と
に
策
定
し
て

は
ど
う
か
。

理
事
者 

様
々
な
災
害
が
あ

り
、
難
し
い
面
が
あ
る
が
、

施
設
管
理
者
と
協
議
し
対

応
し
て
い
き
た
い
。

あ
る
。

　

中
学
校
ご
と
に
行
先
が
固

定
し
て
い
る
が
、
両
中
学
校

か
ら
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

理
事
者 

２
校
の
歴
史
が
あ

る
が
、
そ
ろ
そ
ろ
市
全
体
と

し
て
派
遣
す
る
時
期
に
き
て

い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
相

手
先
と
の
協
議
も
あ
り
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

教
育
委
員
会
委
員
は
、
今

ま
で
以
上
に
、
教
育
行
政
に

責
任
を
持
ち
、
職
責
を
全

う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
委
員
会
委
員

の
報
酬
改
定

議
案
外
の
件
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健康長寿祭

公
共
交
通
対
策
経
費

公
共
交
通
対
策
経
費

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

委
員 

広
域
生
活
路
線
維
持

対
策
等
事
業
補
助
金
（
路

線
バ
ス
の
赤
字
補
て
ん
）
は
、

３
月
補
正
で
一
括
計
上
せ
ず
、

当
初
予
算
で
計
上
す
べ
き
で

あ
る
。

■
市
民
生
活
課

生
活
保
護
給
付
事
業

２
億
８
千
万
円

生
活
保
護
給
付
事
業

２
億
８
千
万
円

委
員 

生
活
保
護
者
が
増
加

し
て
い
る
の
に
、
昨
年
よ
り

２
千
万
円
減
額
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

理
事
者 

25
年
度
の
状
況
を

鑑
み
、
医
療
費
扶
助
が
減

少
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

■
福
祉
課

市
立
保
育
所
の
改
修

市
立
保
育
所
の
改
修

委
員 

資
材
単
価
が
全
国
的

に
高
騰
し
て
い
る
が
、
対
策

は
講
じ
な
い
の
か
。

　

ま
た
、い
つ
発
注
す
る
の
か
。

理
事
者 

設
計
に
お
い
て
資

材
の
高
騰
分
を
見
込
ん
で
お

り
、
１
億
３
千
51
万
９
千
円

を
計
上
し
て
い
る
。

　

入
札
は
４
月
末
に
予
定
し

て
い
る
。

■
子
育
て
支
援
課

排
水
機
場･

農
道
維
持
管
理
経
費

排
水
機
場･

農
道
維
持
管
理
経
費

委
員 

排
水
機
場
や
融
雪
用

電
気
料
の
契
約
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

排
水
機
場
に
つ
い

て
は
、
渇
水
期
の
期
間
は
契

約
し
て
い
な
い
所
も
あ
る
が
、

冠
水
防
止
の
た
め
、
年
間

契
約
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

農
道
維
持
管
理
経
費

農
道
維
持
管
理
経
費

委
員 

農
道
を
市
が
管
理
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

理
事
者 

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
他
、

市
内
４
つ
の
基
幹
農
道
は
、

農
林
水
産
課
が
管
理
し
て
い

る
。
す
べ
て
県
営
事
業
で
整

備
さ
れ
た
農
道
で
あ
り
、
財

産
は
県
の
所
有
物
で
あ
る
が
、

県
か
ら
市
へ
管
理
委
託
さ
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

■
農
林
水
産
課

委
員 

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
お
り
、

改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

開
催
の
体
系
か
ら

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
小
学

校
単
位
で
の
開
催
も
ひ
と
つ

の
方
法
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
提
案
が
あ
れ
ば
採

用
し
て
い
き
た
い
。

　

将
来
的
に
は
、
小
学
校

や
公
民
館
単
位
で
、
地
域

や
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
、

自
主
的
な
開
催
に
な
れ
ば
良

い
と
考
え
て
い
る
。

健
康
長
寿
祭
事
業

健
康
長
寿
祭
事
業

■
健
康
長
寿
課

鳥
獣
害
防
止
事
業

鳥
獣
害
防
止
事
業

委
員 

イ
ノ
シ
シ
対
策
で
あ
る

金
網
固
定
柵
設
置
に
つ
い
て

は
、
補
助
割
合
、
国
50
％
、

市
10
％
、
地
元
負
担
40
％

で
あ
る
。
細
呂
木
地
区
に
も

拡
大
し
て
お
り
、
被
害
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
、
少
し
で

も
地
元
負
担
を
軽
減
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

理
事
者 

抜
本
的
な
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
県
に

■
農
林
水
産
課
　

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら

管
理
経
費

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら

管
理
経
費

委
員 

新
た
な
指
定
管
理
者

と
の
引
き
継
ぎ
が
上
手
く

行
っ
て
い
な
い
。
指
定
管
理

の
条
件
で
あ
っ
た
職
員
５
名

の
待
遇
に
つ
い
て
も
採
用
条

件
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

理
事
者 

引
き
継
ぎ
は
、
指

定
管
理
者
、
観
光
協
会
、

市
の
３
者
で
協
議
を
進
め
て

い
る
。

　

職
員
の
待
遇
に
つ
い
て
は
、

提
案
さ
れ
た
給
与
体
系
の
内

容
に
沿
っ
て
格
付
け
す
る
よ

う
対
応
し
、
人
件
費
は
、

前
年
に
比
べ
８
％
の
減
と
聞

い
て
い
る
。

委
員 

利
用
者
が
、
今
ま
で

ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
事
が
大
事
で
あ
る
。

職
員
採
用
の
対
応
に
つ
い
て

も
、
し
っ
か
り
と
指
導
し
て

ほ
し
い
。

越
前
加
賀
宗
教
文
化

街
道
環
境
整
備
事
業

越
前
加
賀
宗
教
文
化

街
道
環
境
整
備
事
業

委
員 

越
前
加
賀
歴
史
情
報

館
の
具
体
的
な
展
示
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

展
示
内
容
は
、「
祈

り
の
道
」
周
遊
ル
ー
ト
に
関

す
る
も
の
、
吉
崎
御
坊
や
一

向
一
揆
に
関
す
る
も
の
、
あ

わ
ら
市
と
加
賀
市
の
観
光
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
発
信
を

考
え
て
い
る
。
入
場
料
は
無

料
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

委
員 

新
幹
線
関
連
で
様
々

な
事
業
を
展
開
す
る
が
、
投

資
す
る
か
ら
に
は
計
画
の
段

階
で
事
業
効
果
を
示
す
べ
き

で
あ
る
。
心
配
な
の
は
立
派

な
施
設
を
整
備
し
て
も
、
お

客
が
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

予
想
さ
れ
る
観
光
客
数
は
、

業
者
委
託
し
て
で
も
調
査
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

や
指
標
を
持
っ
て
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度

に
は
検
証
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

目
標
は
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
も
含
め
、
指

■
観
光
商
工
課

道
路
橋
梁

　
　
　

 

維
持
管
理
費

道
路
橋
梁

　
　
　

 

維
持
管
理
費

■
建
設
課

公
害
対
策
経
費

公
害
対
策
経
費

県
営
道
路
改
良
事
業

県
営
道
路
改
良
事
業

委
員 

市
道
金
津
三
国
線
に

つ
い
て
、県
道
福
井
加
賀
線

（
芦
原
街
道
）へ
の
接
続
は
い

つ
に
な
る
の
か
。ま
た
、延
伸

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

理
事
者 

県
営
事
業
で
あ
る

た
め
、芦
原
街
道
へ
の
接
続

年
度
は
確
定
で
き
な
い
。目

標
は
平
成
28
年
度
で
あ
る
。

　

芦
原
街
道
以
西
の
延
伸
に

つ
い
て
は
、昨
年
も
知
事
要

望
を
行
っ
て
お
り
、今
後
、あ

わ
ら
市
、坂
井
市
の
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
で
協
議
し
て
い
く
。

委
員 

側
溝
清
掃
費
に
つ
い

て
、
実
施
す
る
路
線
の
選
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

予
算
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
基
本
的
に
は
地
元

で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

委
員 

子
ど
も･

子
育
て
会
議

の
委
員
報
酬
に
つ
い
て
、
民

生
委
員
や
防
犯
隊
の
手
当

と
比
べ
、
高
額
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

他
の
審
議
委
員
の

報
酬
を
参
考
に
報
酬
金
額

を
定
め
た
。

委
員 

各
種
委
員
の
報
酬
は
、

市
全
体
の
中
で
見
直
す
べ
き

で
あ
る
。

平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

公
共
交
通
対
策
経
費

公
共
交
通
対
策
経
費

委
員 
Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
整
備
事
業
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
３
基
設
置

し
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
延

長
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

当
初
見
込
み
よ
り
高
額

に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、

■
市
民
生
活
課

平
成
26
年
度

一
般
会
計
予
算

あ
わ
ら
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
平
成
26
年
度

予
算
の
中
に
、
平
成
27
年

春
の
北
陸
新
幹
線
長
野
・

金
沢
延
伸
開
業
に
向
け
た

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅
前
、
芦

原
温
泉
街
、
北
潟
湖
畔
等
、

誘
客
の
た
め
数
々
の
ハ
ー
ド

事
業
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
加
え
各
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ち
は
や

ふ
る
ウ
ィ
ー
ク
等
の
誘
客
の

目
玉
と
な
る
ソ
フ
ト
事
業
も

計
画
さ
れ
て
い
る
。

強
く
要
望
！

も
支
援
を
要
請
し
て
い
る
。

補
助
金
積
算
の
根
拠
は
。

理
事
者 

一
昨
年
か
ら
金
額

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
工
事

費
は
、
総
額
３
億
２
千
９
７

５
万
円
で
あ
り
、国
、県
と
市
、

Ｊ
Ｒ
そ
れ
ぞ
れ
１
／
３
の
負

担
割
合
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
に
関
し
て
、
駅
前
広
場

と
駅
舎
を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
１
基
に
つ
い
て
は
、
国

県
の
補
助
は
あ
る
が
、Ｊ
Ｒ

が
負
担
し
な
い
た
め
、
そ
の

分
を
あ
わ
ら
市
が
負
担
す
る

委
員 

カ
ラ
ス
捕
獲
委
託
料

だ
が
、
檻
の
設
置
経
費
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

理
事
者 

25
年
度
に
設
置
し

た
檻
で
の
捕
獲
状
況
を
鑑
み
、

対
応
し
て
い
く
。

委
員 

カ
ラ
ス
捕
獲
用
の
檻

設
置
と
、
抜
本
的
な
対
策

を
要
望
す
る
。

　

北
陸
新
幹
線
の
延
伸
に

よ
り
、
あ
わ
ら
市
は
ま
ち
づ

く
り
を
前
進
さ
せ
、
観
光
や

経
済
、
そ
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
る
よ
う
、
最
大
の
効

果
を
引
き
出
す
必
要
が
あ
る
。

　

北
陸
新
幹
線
の
効
果
を

最
大
限
に
発
揮
し
て
い
く
た

め
に
は
、
広
域
的
な
観
光
周

遊
ル
ー
ト
づ
く
り
も
不
可
欠

で
あ
り
、
近
隣
の
市
町
と
連

携
を
取
っ
て
進
め
る
こ
と
も

強
く
要
望
し
た
。

こ
と
に
な
る
。

　

よ
っ
て
、
あ

わ
ら
市
負
担
は
、

７
千
５
３
５
万

８
千
円
で
あ
る
。

（
平
成
27
年
３

月
完
成
予
定
）

標
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

農
道
の
融
雪
用
電
気
料

は
、
11
月
末
か
ら
３
月
末
ま

で
の
契
約
と
な
っ
て
い
る
。
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吉
田 

太
一 

議
員

吉
田 

太
一 

議
員

三
上
　
薫 

議
員

三
上
　
薫 

議
員

消防団　出初式の様子

市政について問う！市政について問う！市政について問う！市政について問う！
3月の定例会では、7名の議員が一般質問を行いました。
ここでは、その質問と答弁の要旨を掲載します。（通告順）

■吉田 太一 議員
●定住人口を増やすためには
●安定した財政を維持するためには
●基金の運用について

■三上 　薫 議員
●消防団員の減少と高齢化に対する
対策について

●振り込め詐欺対策について

■八木 秀雄 議員
●第２の合併について
●区民館（地区集会施設）の耐震化に
ついて

■山本　 篤 議員
●イメージ戦略について
●公共施設へのカラオケ設置について
●職員研修について

■山川 知一郎 議員
●子ども医療費無料化を
●学校給食における地場産食材の利
用拡大を

●中小企業の振興発展策は

■平野 時夫 議員
●公会計制度改革について

■坪田 正武 議員
●公共工事の入札不調に伴う行政の
対応について

人
口
減
少
は
、

社
会
保
障
費
や
、
水
道
料

金
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
、

市
民
一
人
ひ
と
り
に
今
後
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
く
る
。

　
人
口
減
少
の
対
策
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
定
住
人
口
を
増
や

す
た
め
の
対
策
は
。

定
住
人
口
を

　
増
や
す
対
策
を

定
住
人
口
を

　
増
や
す
対
策
を

基
金
の
運
用
に
つ
い
て

基
金
の
運
用
に
つ
い
て

吉
田

今
後
安
定
し
た

財
政
を
保
つ
た
め
の
問
題

点
及
び
運
営
方
針
は
。

安
定
し
た
財
政
を

　 

維
持
す
る
た
め
に

安
定
し
た
財
政
を

　 

維
持
す
る
た
め
に

吉
田

現
在
の
基
金
運

用
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

吉
田

全
国
的
な
人
口

減
少
の
流
れ
に
あ
っ
て
、
あ

わ
ら
市
の
み
が
人
口
の
増
加

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

並
々
な
ら
ぬ
資
金
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
投
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
現
在
の
人
口
減

少
を
食
い
止
め
、
こ
れ
を

市
長

今
後
予
想

さ
れ
る
問
題
点
は
、
人
口

の
減
少
に
伴
う
様
々
な
影

響
や
社
会
資
本
の
再
整
備

と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、「
収
入
を
把
握

し
て
か
ら
支
出
を
計
画
す
べ

し
」
と
い
う
財
政
の
鉄
則
を

念
頭
に
事
務
事
業
に
優
先

順
位
を
つ
け
な
が
ら
、
歳

入
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

財
政
部
長

法
令
等

に
よ
り
、
基
金
の
運
用
は

確
実
な
方
法
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
約
49
億
円
は
、

市
内
に
支
店
を
有
す
る
７
つ

の
金
融
機
関
に
１
年
定
期

を
中
心
に
預
金
し
て
い
ま
す
。

預
金
の
方
法
と
し
て
は
、

ま
ず
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
を

前
提
に
、
基
本
的
に
は
利

回
り
の
良
い
金
融
機
関
へ
預

け
て
い
ま
す
。
併
せ
て
各
金

融
機
関
が
あ
わ
ら
市
に
支

店
を
置
き
、
本
市
の
経
済

そ
の
他
に
一
定
の
貢
献
を
し

て
い
る
こ
と
も
配
慮
し
て
い

ま
す
。

会
計
管
理
者

維
持
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
を
行
う
べ
き
で
、
そ
の

政
策
が
、
現
在
展
開
し
て

い
る
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
構
想
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
構

想
事
業
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
「
若
い
世
代
が
住
み
、

生
み
、
育
て
た
く
な
る
ま

ち
」
の
実
現
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

た
効
率
の
良
い
財
政
運
営

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

消
防

団
員
を
旅
館
や
飲
食

店
等
で
優
遇
す
る
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

団
員
が
地
域
住
民
に

親
し
ま
れ
、必
要
と

さ
れ
、感
謝
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
で

総
務
部
長

消
防
団
員
の

　
　
確
保
に
つ
い
て

消
防
団
員
の

　
　
確
保
に
つ
い
て

地
域
防
災
力
の

強
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
消

防
団
の
役
割
は
重
要
性
を

増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
団

員
の
確
保
が
大
変
困
難
な

時
代
で
あ
り
、
対
策

と
し
て
、
団
員
を
優

遇
す
る
制
度
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

三
上

啓
発

活
動
に
つ
い
て
は
、街
頭
で

の
啓
発
や
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
地
区
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
開
催
す
る

こ
と
も
あ
り
、今
後
は
地
域

ぐ
る
み
で
、消
費
者
被
害
を

防
ご
う
と
す
る
地
区
が
増

え
て
い
く
よ
う
、Ｐ
Ｒ
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

あ
わ
ら
市
消
費
者
セ
ン

タ
ー
は
、今
後
と
も
新
し
い

情
報
の
収
集
に
努
め
る
と

と
も
に
、こ
れ
ま
で
の
地
道

な
啓
発
活
動
を
維
持
、継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
民
福
祉
部
理
事

振
り
込
め
詐
欺
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

振
り
込
め
詐
欺
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

詐
欺
被
害
防
止

の
た
め
意
識
啓
発
に
関
す

る
具
体
的
な
取
り
組
み
内

容
と
、
そ
の
効
果
及
び
今

後
の
進
め
方
は
。

三
上

き
、誇
り
を
も
っ
た
活
動
が

で
き
る
ま
す
。

　

利
用
者
が
増
え
た
場
合

に
は
、地
域
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

市
と
し
て
、今
後
、嶺
北

消
防
組
合
並
び
に
も
う
一
つ

の
構
成
市
で
あ
る
坂
井
市
、

ま
た
、商
工
会
、旅
館
協
同

組
合
な
ど
と
制
度
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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八
木 

秀
雄 

議
員

八
木 

秀
雄 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

市政10周年記念 まちづくりシンポジウム

学校給食センター

ユコちゃんをラッピングした給食配送車湯巡権三

平
野 

時
夫 

議
員

平
野 

時
夫 

議
員

子
ど
も
の

　

医
療
費
を
無
料
に

子
ど
も
の

　

医
療
費
を
無
料
に

坂
井
市
は
、26
年

度
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

完
全
に
無
料
化
す
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、あ
わ
ら
市
も

無
料
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 山

川

学
校
給
食
で
の

　

地
産
地
消
推
進
を

学
校
給
食
で
の

　

地
産
地
消
推
進
を

１
月
か
ら
、
新

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
業

務
を
始
め
て
い
る
が
、地
場

産
食
材
の
利
用
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

山
川

平
成

22
年
10
月
か
ら
、中
学
校
卒

業
ま
で
に
助
成
を
拡
大
し

た
が
、小
中
学
生
に
つ
い
て

は
、１
ヶ
月
５
０
０
円
の
負

担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
無
料
に
す
る
と
、

約
８
０
０
万
円
の
費
用
が

増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、財
政
上
の
問
題
よ
り

も
、不
要
不
急
の
受
診
を
抑

制
す
る
た
め
に
、当
面
は
現

市
民
福
祉
部
長

中
小
企
業
の

　
　
　

支
援
強
化
を

中
小
企
業
の

　
　
　

支
援
強
化
を

４
月
か
ら
の
消

費
税
増
税
の
影
響
は
ど
れ

だ
け
あ
る
か
。実
態
調
査
を

行
い
、き
め
細
か
い
支
援
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
川

食
材
が
地
元
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、信

用
で
き
な
い
。農
家
の
出
荷

伝
票
を
し
っ
か
り
確
認
す
べ

き
で
あ
る
。

山
川

消
費

増
税
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

は
予
測
が
困
難
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、商
工
会
と
連

携
し
な
が
ら
、制
度
融
資
の

利
子
補
給
継
続
や
支
援
体

制
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

野
菜
や
果

物
等
に
つ
い
て
は
、地
元
の

旬
の
食
材
を
で
き
る
だ
け

多
く
使
う
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　

豚
肉
や
コ
メ
に
つ
い
て
も

あ
わ
ら
市
産
の
も
の
を
使
用

し
て
お
り
、コ
メ
は
４
月
か

ら
12
月
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
、１

教
育
部
長

状
通
り
と
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

経
費
に
つ
い
て

は
、母
子
手
帳
や
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
料
、

給
食
配
送
車
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

経
費
、ポ
ス
タ
ー
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
印
刷
費
や

制
作
費
な
ど
す
べ
て
含
め
て

５
２
８
万
円
に
な
り
ま
す
。

市
長

イ
メ
ー
ジ
戦
略
に

　
　
　
　

   

つ
い
て

イ
メ
ー
ジ
戦
略
に

　
　
　
　

   

つ
い
て

「
ユ
コ
ち
ゃ
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、
い
っ

た
い
ど
れ
く
ら
い
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
湯
巡
権
三
と
い

う
観
光
協
会
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
あ
り
、
紛
ら
わ
し
く
、

イ
メ
ー
ジ
戦
略
が
浸
透
す
る

ま
で
時
間
が
か
か
る
の
で
は

な
い
か
。

山
本

公
民
館
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心

的
施
設
と
し
て
活
用
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、施

設
の
充
実
等
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
て
認
識
し
て

い
ま
す
。

教
育
長

公
民
館
へ
の
カ
ラ

オ
ケ
設
置
に
つ
い
て

公
民
館
へ
の
カ
ラ

オ
ケ
設
置
に
つ
い
て

隣
の
坂
井
市
で
、

山
本

市
職
員
と

し
て
の
自
覚
、社
会
人
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
言
動
な
ど
、

基
本
姿
勢
を
涵
養
す
る
た

め
の
研
修
で
、不
安
を
効
果

的
に
払
拭
し
、住
民
と
の
円

滑
な
接
遇
の
習
得
に
重
点

を
置
い
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。 総

務
部
長

職
員
研
修
に
つ
い
て

職
員
研
修
に
つ
い
て

新
人
職
員
の
研

修
は
、
現
在
ど
う
行
っ
て
い

る
の
か
。

山
本

こ
れ
ま
で
の
市

政
運
営
は
順
調
に
推
移
し

て
い
る
が
、
今
後
の
あ
わ
ら

市
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る

税
収
の
減
、
社
会
保
障
費

の
増
加
な
ど
財
政
面
が
厳

し
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

市
長
は
、「
第
２
の
合
併

を
視
野
に
」を
公
約
に
掲
げ

て
い
る
が
、
合
併
に
対
す
る

見
解
は
。

第
２
の
合
併
に
つ
い
て

第
２
の
合
併
に
つ
い
て

八
木

あ
わ
ら
市
に
と
っ

て
必
要
な
の
は
、
合
併
を

視
野
に
入
れ
た
行
政
運
営

で
あ
り
、
合
併
を
前
提
と

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
な
る
合
併
を
考
え
る

際
に
も
、
収
集
し
た
情
報

市
長

に
緻
密
な
分
析
を
加
え
な

が
ら
、
市
に
と
っ
て
、
最
も

望
ま
し
い
結
論
を
導
き
出

す
こ
と
が
役
目
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

第
２
の
合
併
は
、
基
礎

的
自
治
体
と
し
て
の
能
力

と
体
力
強
化
を
図
っ
た
上
で
、

市
民
の
皆
様
と
十
分
議
論

を
尽
く
し
な
が
ら
進
め
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

坂
井
市
で
は
区

民
館
の
耐
震
診
断
や
補
強

区
民
館
の

   

耐
震
化
に
つ
い
て

区
民
館
の

   

耐
震
化
に
つ
い
て

区
民

館
等
の
耐
震
診

断
に
つ
い
て
は
、

昭
和
56
年
以
前

の
旧
耐
震
基
準

に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た

建
物
か
ど
う
か
な
ど
に
つ

い
て
、
各
区
長
に
対
し
調

査
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
旧
耐
震
基
準

に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た

区
民
館
等
に
つ
い
て
は
、

市
独
自
に
耐
震
診
断
と
補

強
工
事
の
設
計
費
用
も
含

め
た
補
助
制
度
を
創
設
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

耐
震
補
強
工
事
の
補
助

に
つ
い
て
も
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長

八
木

工
事
の
補
助
制

度
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
あ

わ
ら
市
で
も
補

助
制
度
を
創

設
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

湯
巡
権
三
は
、観
光
な
ど

の
分
野
で
活
躍
し
て
も
ら

い
、ユ
コ
ち
ゃ
ん
は
、現
在
、

大
阪
を
中
心
に
東
京
で
も

人
気
が
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、い
ず
れ
全
国
に
人
気
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
そ
の
た
め
の
準

備
期
間
と
ご
認
識
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

月
か
ら
３
月
は
イ
ク
ヒ
カ
リ

を
使
い
、11
月
か
ら
新
米
に

切
り
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

国
の
借
金
は
１

千
兆
円
の
大
台
を
突
破
し
、

税
収
は
１
９
９
０
年
以
降

減
少
す
る
一
方
で
あ
る
。
国

の
財
政
が
債
務
超
過
の
状

況
下
に
あ
る
現
在
、
財
政

の
健
全
化
は
国
・
地
方
自

治
体
と
も
急
務
で
あ
る
。

　

市
は
財
政
運
営
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
「
見
え

る
化
」
即
ち
、
単
式
簿
記

か
ら
複
式
簿
記
へ
移
行
す

る
新
公
会
計
制
度
を
導
入

す
る
考
え
は
な
い
か
。

平
野

本
市
は
、

新
地
方
公
会
計
に
つ
い
て
、

平
成
19
年
度
の
国
の
通
達

に
基
づ
き
、平
成
20
年
度
決

財
政
部
長

公
会
計
制
度
改
革

　
　
　
　

 

に
つ
い
て

公
会
計
制
度
改
革

　
　
　
　

 

に
つ
い
て

算
か
ら
貸
借
対
照
表
、行
政

コ
ス
ト
計
算
書
、純
資
産
変

動
計
算
書
、資
金
収
支
計
算

書
の
財
務
４
表
を
作
成
し

公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、こ
の
新
地
方
公
会

計
制
度
を
更
に
推
進
し
て
い

く
た
め
、「
今
後
の
新
地
方

公
会
計
の
推
進
に
関
す
る

研
究
会
」を
平
成
22
年
度
か

ら
開
催
し
て
お
り
、今
年
度

末
に
は
報
告
案
が
ま
と
ま

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は「
報
告
案

が
ま
と
め
ら
れ
た
後
、よ
り

詳
細
な
取
り
扱
い
を
定
め

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
等
を

進
め
た
上
で
、新
た
な
基
準

に
よ
る
財
務
書
類
の
作
成

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
す
の
で
、そ

の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、研
究
会
で
は
、新

地
方
公
会
計
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、新
た
な
財
務
会

計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
そ
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
、あ
る

い
は
人
材
育
成
と
い
っ
た
課

題
に
つ
い
て
も
、議
論
が
あ

る
よ
う
で
す
の
で
、そ
の
あ

た
り
も
考
慮
し
な
が
ら
、今

後
、対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

単式簿記とは
　おこづかい帳や家
計簿と同じで、現金や
預金の出し入れを記録
する出納帳を作るだけ
の方法。

複式簿記とは
　会計取引を借方（収入やモノを購入し資産が
増えていく方）と貸方（支払いなどで負債が増え
ていく方）に分けて記帳します。この２つそれぞ
れで、勘定科目に分解し、勘定科目ごとに総勘定
元帳と呼ばれる帳簿に整理する簿記の方法。

公
民
館
へ
の
カ
ラ
オ
ケ
設
置

が
進
ん
で
い
る
が
、
当
市
も

設
置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。
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坪
田 

正
武 

議
員

坪
田 

正
武 

議
員

改修中のＩＫＯＳＳＡ

タブレット端末

亀山市議会での視察

入
札
不
調
に
伴
う

行
政
の
対
応
に
つ
い
て

入
札
不
調
に
伴
う

行
政
の
対
応
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災

以
降
、
資
材
や
技
術
者
が

不
足
し
工
事
費
用
が
高
騰

し
て
い
る
た
め
、
公
共
工
事

の
入
札
不
調
が
全
国
的
に

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

労
務
単
価
は
、
国
の
指

示
に
よ
り
７
・
１
％
上
積

み
す
る
ら
し
い
が
、
資
材
費

に
つ
い
て
も
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

次
に
、
改
修
工
事
で
問

題
が
発
生
し
た
場
合
、
簡

単
に
追
加
工
事
を
認
め
る

事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

業
者
の
言
い
な
り
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
う
が
ど
う

か
。 坪

田

資
材
単
価

は
、
原
則
と
し
て
、
直
近

の
単
価
を
採
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
予

算
編
成
時
か
ら
新
年
度
の

発
注
時
期
ま
で
に
２
カ
月

以
上
の
期
間
が
空
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

今
般
、
消
費
税
率
ア
ッ

プ
や
円
高
に
よ
り
、
資
材

単
価
の
高
騰
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
段
階
で
は

新
年
度
の
発
注
工
事
に
お

け
る
資
材
単
価
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
か
ら

具
体
的
な
指
示
は
出
て
い

ま
せ
ん
。

　

今
後
、
急
激

な
物
価
の
高
騰

が
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
適
宜
設

計
の
見
直
し
を

行
い
、
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
追
加
工

事
の
件
に
つ
い
て

で
す
が
、
改
修
工

事
は
、
新
築
工

事
と
異
な
り
、

副
市
長

既
存
の
建
物
全
て
を
確
認

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま

す
。
調
査
費
用
も
大
き
く

な
る
こ
と
か
ら
、
建
物
の

完
成
図
及
び
目
視
や
打
音

調
査
等
に
よ
り
進
め
る
こ

と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
改
修
工
事
を

進
め
る
中
で
図
面
と
異
な

る
状
況
に
遭
遇
す
る
こ
と

も
稀
に
あ
り
、
改
修
工
事

は
、
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク
が

伴
う
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

行
政
視
察 

報
告

行
政
視
察 

報
告

　

１
月
20
日
、
21
日
に
お

い
て
三
重
県
鳥
羽
市
議
会

及
び
亀
山
市
議
会
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
鳥
羽
市
議
会
で
は
、

「
予
算
決
算
常
任
委
員
会

に
つ
い
て
」、「
Ｉ
Ｔ
化
の
推

進
に
つ
い
て
」
視
察
し
ま
し

た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

は
、
議
長
を
除
く
全
議
員

で
予
算
を
審
査
す
る
も
の
で

す
。
全
議
員
で
審
査
す
る

た
め
、
審
査
時
間
短
縮
の

工
夫
と
し
て
、
昨
年
と
大

き
く
変
わ
ら
な
い
も
の
に
つ

い
て
の
説
明
等
の
省
略
、
収

入
未
済
、
不
用
額
の
金
額

が
大
き
い
場
合
は
、
そ
の
原

因
等
を
簡
潔
に
説
明
す
る

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
は
、
全

議
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

議
会
運
営
委
員
会

所
有
し
、
利
用
頻
度
は
個

人
に
よ
り
差
が
あ
り
ま
す
が
、

資
料
の
閲
覧
や
情
報
の
共

有
等
に
活
用
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

次
に
亀
山
市
議
会
で
は
、

「
議
会
改
革
に
つ
い
て
」
視

察
し
ま
し
た
。

　

議
会
を
分
か
り
や
す
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
議
会

の
審
査
内
容
を
報
告
す
る

15
分
間
の
議
会
報
告
番
組

「
こ
ん
に
ち
は
！
市
議
会

で
す
」
の
放
送
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
議
員
、
職
員
が

出
演
し
て
お
り
、
非
常
に

立
派
な
番
組
で
し
た
。

　

亀
山
市
議
会
は
、
議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
い

ろ
い
ろ
な
改
革
を
推
進
し
て

い
ま
す
が
、「
議
会
改
革
白

書
２
０
１
３
」
を
作
成
し
、

自
己
評
価
も
実
施
し
て
い

ま
し
た
。

　

あ
わ
ら
市
議
会
も
平
成

24
年
４
月
に
議
会
基
本
条

例
を
施
行
し
ま
し
た
が
、

議
会
改
革
の
目
標
に
向
け

た
自
己
評
価
や
確
認
の
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
研
修
に
お
い
て

参
考
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、更
な
る
議

会
改
革
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

トピックストピックストピックストピックス
市議会議員 在職１０年表彰

坪田 正武 向山 信博 北島 登

第６９回定例会の冒頭、「福井県市議会議長会表彰」の伝達式がありました。

請
願・意
見
書

●
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

「
要
　
旨
」

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
き
こ
え
な
い
人
に

手
話
を
身
に
つ
け
、
手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、
更
に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普

及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
」
の
制

定
を
求
め
る
。

「
提
出
者
」
社
会
福
祉
法
人　

福
井
県
聴
覚
障
が
い
者
協
会　

理
事
長　

丸
山　

継
男

あ
わ
ら
市
聴
覚
障
害
者
友
の
会　

 　
　
　
　
　

  

会　

長　

山
元　

良
一

「
結
　
果
」
国
へ
意
見
書
を
提
出

「
採
択 

理
由
」

　

国
は
障
害
者
の
差
別
禁
止
や
社
会
参
加
を
促
す
国
連
の
「
障
害
者

権
利
条
約
」
を
本
年
１
月
批
准
し
て
い
る
。
本
条
約
に
は
、
「
手
話

は
言
語
で
あ
る
」
と
、
明
記
さ
れ
て
お
り
、
手
話
は
意
思
疎
通
の
手

段
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
願
意
は
妥
当
と
考
え
ら

れ
る
。

●
北
潟
湖
畔
公
園
に
便
所
の
新
設
に
関
す
る
要
望

「
提
出
者
」
あ
わ
ら
市
老
人
連
合
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　

八
木
敬
一
郎

　
　
　
　
　

あ
わ
ら
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会　
　
　
　
　

会　

長　

中
荒
江　

俊

●
認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
係
る
施
設
改
修
、
備
品
等
の
整
備
拡
充
に
関
す
る
要
望

「
提
出
者
」
社
会
福
祉
法
人　

ポ
プ
ラ
福
祉
会　
　
　
　
　
　

理
事
長　

高
橋　

博
之

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人　

さ
く
ら
福
祉
会　
　
　
　
　
　

理
事
長　

清
水　

澄
郎

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人　

刈
安
福
祉
会　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

丸
子　
　

要

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、議
会
は
、あ
わ
ら
市
の
公
益
に
関
す
る
事
件

に
つ
き
、意
見
書
を
国
会
や
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
件
名
の
み
掲
載
し
ま
す
。

討論討論
賛
成

○ 「ろう学校では、正式な手話教育が行われていなかった」ということを今回の

請願で知りえた。ろう学校で学ぶ子ども達に「口話教育」はもちろんだが、「手

話教育の授業」が１日でも早く実現し、あらゆる場面で、普通に手話によるコ

ミュニケーションが取れることを期待する。
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平成26年度一般会計予算平成26年度一般会計予算平成26年度一般会計予算平成26年度一般会計予算討論討論

反
対

賛
成

○「新幹線は必要ない」との意見がある中、足湯建設など、新幹線関連のまちなみ整備に、

25～27年度で10億円（芦原地区8.5億円、金津地区1.5億円）を予定しているが、誘客

効果は疑問であり、国保税引き下げなど、福祉の充実を優先すべきである。

○吉崎の「歴史情報発信館」は、内容が決まらないのに建物を建設する、と言うのは全く理

解できない。白紙に戻すべき。

○「義務教育は無償」と言う憲法の規定を尊重し、スクールバスは無料にすべき。

教育委員の報酬改定
教育委員の報酬改定
教育委員の報酬改定教育委員の報酬改定討論討論

反
対

○教育委員の報酬が高いとは思わないが、他市との比較で決めるものではない。教育委

員会は、あわら市の教育行政について独立した権限と責任を持っており、その役割を果

たしているかどうかが問われている。事務局のトップである教育長の報告を追認してい

るだけの教育委員会ならば、無用である。報酬引き上げについては、今後の状況を見た

うえで検討すべきである。

反
対

○指定管理者公募の条件である、旧セントピア財団から引き継いだ職員５名の救済措置

が何一つ実行されないまま、予算執行されることに、はなはだ懸念を抱くものである。

○北陸新幹線金沢駅開業を１年後に控え、特定財源を基に、財政調整基金5.7億円を取り

崩して事業行うのであれば、もっと生活している市民のために自主財源を使うべき。

○教育委員という、大変立場の重い職であるにもかかわらず、合併時に議論されずそのま

ま据え置きになった経緯がある。仕事を持ちながら、貴重な時間を費やして出務してい

る。基本に返り、教育委員としての自覚を持ち、教育行政全般のチェックを行い、教育委

員会事務局の資質向上のためにも、責任を持ち職責を果たすよう、報酬をアップすべき

である。

賛
成

平成25年度一般会計補正予算（芦原児童公園の整備）
平成25年度一般会計補正予算（芦原児童公園の整備）
平成25年度一般会計補正予算（芦原児童公園の整備）平成25年度一般会計補正予算（芦原児童公園の整備）討論討論

反
対

○今度完成する「足湯」など、温泉街を散策するため、あわら湯のまち駅南側の駐車場は、

利用価値が高い。跨線橋の階段を登るという、不便さを考えると、これ以上中心地から

遠ざける事に理解ができない。

○行政主導で、何ら住民の理解を得られないで、フットサルコートを整備するという案に

は賛成できない。公園整備は、防災施設としての一面もあり、住民とより深い関係を考

えながら進めていく必要がある。

○フットサルは、近年競技人口が増加しており、大会も多く開催される人気競技である。学

生合宿など、誘客にも寄与する。大会基準に適合した正式な人工芝コートを整備するこ

とにより、更に多くの人が利用すると思う。よって、フットサルコート２面を有する芦原児

童公園の整備は賛成である。

平成26年3月 第69回あわら市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ X ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度一般会計補正予算（第４号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度水道事業会計補正予算（第４号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度公共下水道事業会計補正予算（第２号）

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度一般会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度国民健康保険特別会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度後期高齢者医療特別会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度産業団地整備事業特別会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度農業者労働災害共済特別会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度水道事業会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度工業用水道事業会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度公共下水道事業会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度農業集落排水事業会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○子ども・子育て会議条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○老人憩いの家百寿苑条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○手数料条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○あわら温泉湯のまち広場条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○新市建設計画の変更について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○市道路線の認定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公の施設（本荘幼児園）の指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公の施設（北潟幼児園）の指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公の施設（伊井保育所）の指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公の施設（金津東保育所）の指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公の施設（細呂木保育所）の指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公の施設（雲雀ケ丘寮）の指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公の施設（老人福祉センター市姫荘）の指定管理者の指定について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度一般会計補正予算（第５号）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -教育委員会委員（佐々木基之 氏）の任命について

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -芦原温泉上水道財産区管理委員（６人）の選任について

適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -人権擁護委員（藤井さち江 氏）の候補者の推薦について

適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -人権擁護委員（宮﨑絹子 氏）の候補者の推薦について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○放課後子どもクラブ事業の実施に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○一般職の職員等の給与の臨時特例に関する条例を廃止する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○手話言語法制定を求める意見書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願

○…賛成　　X…反対　　ー…欠席等
※議長（笹原幸信）は採決に加わらないので「／」で表示
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「嫁威し肉付きの面」
　あわら市には蓮如上人にまつわる伝説がたくさんあります。その中でも有名な話が「嫁威し肉付きの面」で

す。内容はみなさんご存知でしょうから省略しますが、あわら市山十楽地区の「淨林寺」(現在廃寺)には次の

ような話があります。

　細呂木村誌の中に「山十楽の淨林寺は、蓮如上人の旧跡で、嫁威し伝説の後日

物語があります。あの与三次一家は浄林寺の檀家で、屋敷も寺の近くにあったし、

墓も残っている。寺宝には面代りの本尊(蓮如の持仏で嫁がもらったもの)と、二分

けの御名号(婆が蓮如からもらった真筆)がある。」と書かれています。

　地元で調べたところ、墓は存在していないそうで、蓮如上人よりいただいた宝物

は應観寺(坂井市春江町井向)に安置保存されていました。伝説「嫁威し肉付きの面」

は蓮如上人の功徳を語る話で説教話として語られたものが、仏教の伝播とともに

広まったのではないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（毛利） 應観寺にある本尊（前）と名号（後）

よ さ じ

議会がインターネットで視聴できます。 あわら市議会インターネット中継

　国指定史跡「吉崎御坊跡」の八重桜と高村光
雲作の「蓮如像」です。
　福井県の最北端、あわら市吉崎のシンボルと
して立っている「蓮如像」は、昭和９年に完成
したもので、高さ５メートル、台座７メートル
あり、高村光雲の最大作とされています。
　八重桜は、吉崎蓮如忌に合わせ、３５年前に
植樹されました。

　　市民の皆さまに日ごろの議会活動を広く知っていただくために、議会報告会を開催します。
　いずれの会場でもお気軽にご参加ください。お待ちしております。

議会報告会を12会場で開催します

4月23日（水）
19：30～21:00

伝統芸能館（湯のまち広場内）

中番コミュニティーセンター

河間区民館

北潟公民館

日
時

会
　
　
場

4月24日（木）
19：30～21:00

波松区民館

剱岳公民館

ふるまち ふれあい会館

細呂木公民館

4月25日（金）
19：30～21:00

次郎丸ふれあい会館

金津本陣ＩＫＯＳＳＡ（３階）

伊井公民館

浜坂区民館
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